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万葉集の枕詞「しらぬひjの解釈について
竹生政資1)・西 晃央2)
On an interpretation of makura四kotoba“shiranuhi"in Manyo-shu 





































めず年月も いまだあらねば心ゆも 思はぬ時に うちなびき 臥やしぬれ言はむすべせむすべ





乃美許等能 [1可礼乎婆母伊可カミ世与等可会1保鳥能 布多利那良騒為 加多良よヒ斯 許、呂
伊弊社可利伊摩須
訪人の悲加の心を追ひ痛みて作りし歌一首 短歌を弁せたり
20/4331大君の速の朝廷と しらぬひ筑紫の国は賊守る おさへの城そと 開こし食す四方の聞
には人さはに満ちてはあれど鶏が鳴く 東男は 出で向ひ顧みせずで勇みたる 猛き軍士と
ねぎたまひ任けのまにまに たらちねの母が臼離れて若草の妻をもまかずあらたまの月日数
みつつ葦が散る難波の御津に大船に ま擢しじ貫き 朝なぎに水手整へ夕潮に梶引き折り
率ひて i曹ぎ行く君は波の聞を い行きさぐくみ ま幸くも 早く至りて大君の命のまにま ます
















































































































































大地 1 2442 
奉る御調宝 1 4092 







20/4372 馬の爪筑紫の崎に 留まり居て(原文牟麻能都米都久志能佐伎か 知麻利為豆)
、胸、担、司、-
















































「白J，土、集中「自土(知らに)J (1五、 9一七九二)、「白二(知らに)J (4六一九)、「白粉(知ら












































































詩句の構造 表記方法 意味 原文 訪1読文 歌番号 件数
不知人 知らぬ人 677 
不見入 見ぬ人 1222、2216、2572、2744、4200
~しない人 不想、人 思はぬ人 1338 9 
不合号室牛 逢はぬ彦星 2076 
不相人 逢はぬ人 2903 
不恋日 恋ひぬ日 408、1623、3176
不i立日 泣かぬ日 473 
llIlI表記
不殿日 居ぬ日 584 
不見白 見る日 653、3995
不適日 逢はぬ日 1792 
不透日 逢はぬ日 1793 18 
動詞未然形÷ 不相自 逢はぬ日 2422、2879、2888、4168、4198
打消防動詞 不祈日 ネ斤まぬ日 2660 
「ぬJ+名詞 不祷日 祷まぬ日 2662 
不言日 言はぬ日 3197 
~しない日 不問日 間かぬ日 4169 
布加奴日 吹かぬ日 3422 
多、奴日 立たぬ日 3670 
佼可奴日 聞かぬ日 3909 
奈可奴日 鳴かぬ日 3911 7 
仮名表記 1iJ良奴日 狩らぬ日 4012 
見奴臼 見ぬ日 3995 
美奴日 見ぬ日 4116 
l可蚊太良奴比 飽き足らぬ日 836 
2 
弥奴よヒ 見ぬ日 4221 





未確定 自縫 しらぬひ 336 
しらぬひ 共r良農上ヒ しらぬひ 794 3 
仮名表記 之良奴日 しらぬひ 4331 













































































































































































































































































































































原文 訓読文 歌番号 係i考
足臼木 あしひき 107、108、ほか19例 il幻Jの枕詞
絶多目 たゆたひ 122 
佐日之l浪 さひのくま(さ槍探) 175 「檎限jは地名
抑日 おすひ 379 上代のよ若の一種
左日麗 さひか(雑賀) 917 地名
狭日鹿 さひか(雑賀) 1194 地名
ft穏日 にほひ(匂ひ) 1429、2188、2107
思臼 いはひ(斎ひ) 1790 
菟名目彪女 うなひをとめ(菟原娘子) 1801 fうなひjは地名
瑛臼 なげかひ(嘆かひ) 1801 「歎かふjは[しきりに歎くjの意
将貫跡母日手 震かぬと思ひて 1987 
受日 うけひ 2433、2479 「うけふjはことの現実を神に祈ること
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